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高根沢第二幼稚園　学校関係者役員	

１.	本園の教育目標	

　・美しいものに感動できる子ども　　　　　・身体を動かすあそびを楽しめる子ども	

　・様々な形で自分らしく表現できる子ども　・自分の考えや気づきを伝えられる子ども	

　　　　	

２.	本年度重点的に取り組む目標・計画	

　幼稚園教育要領を踏まえ、「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」と本園における	

「教育課程」の結びつきを確認しながら、より質の高い教育の実践を目指す。	

３.	評価項目の達成及び取り組み状況	

評価（A：十分に成果があった　B：成果があった　C：少し成果があった　D：成果な

し）	

４.	総合的な評価結果	

		

評価（A：十分に成果があった　B：成果があった　C：少し成果があった　D：成果なし）	

５.	今後取り組む課題	

評価項目 評価 取り組み状況

1
教育課程における「10の姿」との
関連性を明確にしながら保育計画を
行う

A

保育の様子を保護者に伝える際には、幼児期の終わりま
でに育って欲しい10の姿と照らし合わせるように工夫し
た。卒園までの段階的な育ちを感じられるよう、今後は
ドキュメンテーションや記録にも反映させたい。

2 教職員の資質向上のための園内研修
を充実させる A

自園のパーパスを作成し、園の社会的な存在価値を明言
できるようにした。また、おむつはずしについて講師を
招き、実践に結びつく園内研修ができた。	
勤務時間内にオンライン研修を受講する事例ができた。

3 地域とつながる園外保育 A

烏山線やLRTに乗車する保育を企画・実施して、園児の
社会性や故郷への愛着を高める工夫をした。	
未就園児教室では、町内の生産者を訪ねてトマト狩りを
実施。レストランでのピザ作りは新聞にも掲載された。

評　価 理　由

A
　３つの評価項目について重点的に取り組んだ結果、今後の園のあり方や
保護者への情報発信の重要性が見えてきた。	
　次年度から始まる園舎の改築工事や認定こども園への移行を踏まえ、ス
タッフそれぞれが自園の独自性（ブランド）を理解して実践を試みた。

課　題 具体的な取り組み方法

1 環境意識
園児のあそび環境では、熱中症および感染症対策を継続。	
新園舎移行に向けて、園外活動を視野に入れた保育計画も検討。	
設備の破損を防ぎ、衛生的な保育施設を保持する意識を高める。

2 安全管理
災害時の対応やプール監視の方法をスタッフ全員が把握。	
遊具の安全管理は専門業者を導入して点検を継続。	
工事期間は、園児の安全確保を最優先に保育を行う。

3 幼小接続
自園のアプローチカリキュラムを作成して、町内のすべての小学
校との共有を目指し、小学校のスタートカリキュラムに接続でき
るよう努める。Wakeの運動あそびによる交流を実践する。


